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	私は昔，進化生物学の大部の教科書の翻訳に参加したこともあり，生物進化に大きな誤解はしていないつもりだ。だが，数学が超苦手で，数式が出てくると無意識に読み飛ばす習性がある。集団遺伝学の教科書も何冊か持っているが（本書の「さらに学びたい読者のために」で何度も紹介されているHartl and Clarkも版の異なる2冊を所有する），数式の多さにおそれをなし，必要が生じたときに一部を拾い読みするだけだった。よって，理解の方向が間違ってないとしても，たとえば予想される状況になるのに何世代必要か，などという議...
	「Excelでひも解く」という表題から，本書は私がこれまで面倒くさがって避けてきたアプローチを教えてくれて私の長年のもやもや感を払拭してくれると直感したが，それは間違いではなかった。あとがきで著者は本書の内容は集団遺伝学でありタイトルがあまり正確ではない，などと謙遜しているが，じつに絶妙のタイトルだったと思う。1遺伝子座2対立遺伝子で適応度の差で遺伝子頻度がどう変化するかをExcelに数式を入れてシミュレーションするところから始まり（第2章），頻度依存選択（第3章）に進む。ここでタカハトゲームや性...
	さて，第7章では複数の要因が影響する場合として，まず自然選択と移動，自然選択と突然変異，自然選択と遺伝的浮動の3例のシミュレーションが紹介される。また第8章では中立説が詳説され，中立な突然変異と遺伝的浮動のもとで対立遺伝子頻度を調べるシミュレーションが紹介される。ただし，これはExcelで表現するのは難しいとのことでR言語のプログラムとそれによる結果が紹介されているのみだ。が，話は，これから集団の個体数が推定できるという話に進み，現代人，ネアンデルタール人，デニソワ人の集団サイズの変遷がわかる，と...

